
 

 

セントラルコンサルタント株式会社の業務紹介   

【地蔵川排水機場 計画位置】 

 
 □□□排排排水水水機機機場場場ににによよよるるる床床床上上上浸浸浸水水水対対対策策策   
 

１ 地蔵川排水機場設計業務の概要 
 

キーワード：浸水対策、排水機場、樋管、築堤・護岸、氾濫解析、内外水氾濫 

 

 

 

平成 23 年 9 月の台風 5 号等により一級水系庄内川の八田川及び地蔵川沿川で発生した浸水被害に

対し、床上浸水被害の解消を目的として、排水機場の予備・詳細設計及び排水樋管や護岸等の詳細設

計と測量調査を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）業務概要 

【建設直後の様子（一部工事中）】 



 

 

 

 

排水機場の設備諸元を下記に示します。排水量は現在 25m3/sですが、将来 45m3/sに増強すること

ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）地蔵川排水機場 設備諸元 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平面図 

（３）図面 

断面図 

八田川 
地蔵川 



 

 

2 技術的特徴等 
 

●計画地盤高

排水機場内の計画地盤高は過去の洪水においても浸水しない T.P.13.50ｍに嵩上げしています。 

本川庄内川の計画規模の氾濫水位にも配慮し、1 階は防水扉を採用し、開口部は氾濫水位以上に、

電気室は 2 階に設置して外水氾濫時にも排水機能が停止しないよう配慮しました。 

 

●平面配置 

大口径下水道管の真上に機場が配置されていた計画であったため、影響がないように平面配置を変

更しました。 

 

●ポンプ形式 

ポンプ形式は、高 Nｓ・高流速ポンプを採用し、吸水槽形式をクローズ形にして高速流化を図りま

した。 

 

●水位条件 

地蔵川は、住宅地が密集した春日井市西部を流下する都市型河川のため、急激に水位が上昇する特

徴があり、現況河床高 T.P.+7.70m から 1.20m の水位となった時に 1 台目のポンプを起動し、その

後水位に応じて残りのポンプが段階的に起動します。各ポンプの運転水位は、排水機場運転ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ

（氾濫解析）を実施し H23.9 洪水に対し、床上浸水の解消を図ることが可能な水位で設定しています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆操作規則に準じたポンプ稼働・停止【ケース①・ケース⑦重ね合せ図】
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地蔵川Ｐ整備前【八田川越水対策後】◆浸水深メッシュ区分図

地蔵川Ｐ整備後◆浸水深メッシュ区分図

ﾎﾟﾝﾌﾟ(25m3/s)設置前 

地蔵川Ｐ整備前【八田川越水対策後】◆浸水深メッシュ区分図

地蔵川Ｐ整備後◆浸水深メッシュ区分図

ﾎﾟﾝﾌﾟ(25m3/s)設置後 

 



 

 

●監視操作制御設備 

地蔵川では洪水時の水位上昇が早く、操作員による操作遅れが懸念されたため、“自動起動化”し、

操作員が到着次第、機側（機場集中）操作に切り替えを行う運用としてリスク軽減を図りました。 

 

●騒音対策 

騒音に対しては、騒音解析を実施し規制値を超えることが確認されたため、規制値以下となるよう

に対策工を講じました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●施工計画及び仮設構造物設計 

未買収地の取得予定を踏まえ、仮設土留先行施工や機場を 2 期に分けて施工する分割施工等の工夫

をし、事業計画期間内に完了する工事工程を立案し、施工計画や仮設備設計を実施しました。 

このため、上屋についても 1 期・2 期の段階施工における構造安全性の検証を行いました。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【騒音対策施設】 

・吸音材  

・ｶﾞﾗﾘ消音機 

・遮音扉 

・給気ﾌｧﾝ消音機 

【規制値】 

・65db以下(昼間) 

・60db以下(夜間) 

【図-1 騒音解析結果】 

1期施工        2期施工 

 



 

 

●協議資料作成 

円滑な事業推進のため、完成後のイメージパースを作成し、発注者はもとより、関係機関や地元協

議資料に活用しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【イメージパース（完成予想）】 



 

 お問い合わせ先：水工専門部会 052-223-0379 

セントラルコンサルタント株式会社 
https://www.central-con.co.jp/ 

３ 業務実績 
 

 

 排水機場や樋管、氾濫解析および関連する業務について、多数の実績有り。 

 過去の業務経験等を活かし、納得いただける成果をご提供致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


